
 

【作
者
】 

白 

居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
年
）
、
中
唐
の
詩
人
。
字
は
楽
天
。
号
は
酔
吟
先
生
・
香
山
居
士
。
弟
に
白
行
簡
が
い
る
。
鄭
州
新
鄭
県
（
現
河
南
省
新
鄭
市
）
に
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
頭
脳

明
晰
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
五
〜
六
歳
で
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
九
歳
で
声
律
を
覚
え
た
と
い
う
。
彼
の
家
系
は
地
方
官
と
し
て
役
人
人
生
を
終
わ
る
男
子
も
多
く
、
抜
群
の
名
家
で
は
な
か
っ
た

が
、
安
禄
山
の
乱
以
後
の
政
治
改
革
に
よ
り
、
比
較
的
低
い
家
系
の
出
身
者
に
も
機
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
八
〇
〇
年
、
二
十
九
歳
で
科
挙
の
進
士
科
に
合
格
し
た
。
三
十
五
歳
で
盩
厔
県
（
ち
ゅ

う
ち
つ
け
ん
、
陝
西
省
周
至
県
）
の
尉
に
な
り
、
そ
の
後
は
翰
林
学
士
、
左
拾
遺
を
歴
任
す
る
。
こ
の
こ
ろ
社
会
や
政
治
批
判
を
主
題
と
す
る
「
新
楽
府
」
を
多
く
制
作
す
る
。
八
一
五
年
、
武
元

衡
暗
殺
を
め
ぐ
り
越
権
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
江
州
（
現
江
西
省
九
江
市
）
の
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
中
央
に
呼
び
戻
さ
れ
る
が
、
ま
も
な
く
自
ら
地
方
の
官
を
願
い
出
て
、
杭
州
・
蘇

州
の
刺
史
と
な
り
業
績
を
あ
げ
る
。
八
三
八
年
に
刑
部
侍
郎
、
八
三
六
年
に
太
子
少
傅
と
な
り
、
最
後
は
八
四
二
年
に
刑
部
尚
書
の
官
を
も
っ
て
七
十
一
歳
で
致
仕
。
七
十
四
歳
の
と
き
自
ら
の

詩
文
集
『
白
氏
文
集
』
七
十
五
巻
を
完
成
さ
せ
、
翌
八
四
六
年
、
七
十
五
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
。 

【
備
考
】  

 

竹
枝
詞
と
は
、
民
間
の
歌
謡
の
こ
と
で
、
千
余
年
前
に
、
楚
（
四
川
東
部
（
＝
巴
）
・
湖
北
西
部
）
に
興
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
唐
代
、
楚
の
国
は
、
北
方
人
に
と
っ
て
は
、
蛮
地
で
も
あ
り
、
長

安
の
文
人
に
は
珍
し
く
新
鮮
に
映
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
採
録
し
、
修
正
し
た
も
の
が
劉
禹
錫
や
、
白
居
易
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
竹
枝
詞
と
呼
ば
れ
、
巴
渝
の
地
方
色

豊
か
な
民
歌
の
位
置
を
得
た
。
下
っ
て
唱
わ
れ
な
く
な
り
、
詩
文
と
な
っ
て
、
他
地
方
へ
広
が
り
を
み
せ
て
も
、
同
じ
形
式
、
似
た
題
材
の
も
の
は
、
や
は
り
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

も
「
□
□
竹
枝
」
と
し
て
、
頭
に
地
名
を
冠
し
て
残
っ
て
い
る
。
竹
枝
詞
を
う
た
う
こ
と
は
、
「
唱
竹
枝
」
と
い
わ
れ
、
「
唱
」
が
充
て
ら
れ
た
。
白
居
易
に
「
怪
來
調
苦
縁
詞
苦
，
多
是
通
州
司
馬
詩
。
」 

と
う
た
わ
れ
た
が
、
こ
こ
か
ら
も
、
当
時
の
詩
歌
の
実
態
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
後
世
、
詩
を
う
た
い
あ
げ
る
こ
と
を
「
賦
、
吟
、
詠
」
等
と
い
う
の
と
大
き
く
異
な
る
。
竹
枝
詞
と
い
う
呼

称
は
、
詩
題
に
似
て
い
る
が
違
う
も
の
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
形
式
を
表
す
点
で
は
詞
牌
に
列
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 


